
主目的 4 18 1

副目的

款 項 目 大 中

○

有

単位

千円

人
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人

千円
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％

千円

千円
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530

費用合計

0.30

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.10

費
用

1,222

直接経費

944930

0.500.50

一部又は全部委託

実施・運営
方法

講座受講料（料理講座・文化教養講座1講座1000円、パソコン講座1講
座2000円）

料理講座(２回）と文化教養講座（２回)は１講座１回２時間で５回開催し、パソコン講座(３
回)は１講座１回２時間で６回を託児つきで開催した。

講座修了後にグループ化することによってまなび創造館の利用率アップに繋げた。

職員は、年間講座計画と企画、講師との連絡調整、講座開催に伴い広報活動と事務処
理（申込受付・抽選、受講者への連絡、名簿作成、受講料受取、名札作成、講座資料の
用意、開催日の使用機器の調整）を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

まなび創造館を活用し学習の提供をすることで、市民の知識・教養を深め技能の習得の
一助とする。

名称：Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 9

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

男女共同参画

10

名称：

4 4

18‐3

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

講座開催事業

388

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

1,780

220

コ
　
　
ス
　
　
ト

2,000

3,139

56.5

1,702

その他財源

436

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.10

1,902

0

200

担当係

事業類型

男女共同参画意識の高揚を図る

一般会計

地域住民組織

5361,609 536

Ｈ22決算額

520

222

3,361

0.80

対前年比

まなび創造館

事業係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金
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実績
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実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

男女共同参画推進施設として男女共同参画社会の実現に向けた啓発や取組等の役割
を担うことができなくなり、市民にとっても学習の機会・技能習得機会を失うことになる。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

引き続き託児付で提供し、受講生の年令を段階的に絞って、その年令に見合った内容
の講座を提供する。
また、男性向け、親子向け等ターゲットを絞って女性センターの趣旨に合う講座を企画
立案し、若い世代の参加も呼びかける。

市民ニーズには、十分対応できていると思うが、若い世代も利用しやすい環境づくりが
必要である。
また、男女共同参画の視点に添った講座内容の企画立案をしているが、幅広い年齢層
の参加には、講座内容に工夫が必要である。

講座数

事業目的の
達成状況

女性センターの趣旨にあった講座を提供し、講座受講者も目標を達成している。
講座修了後はグループ化して活動を行うことで、意識改革と女性センターの利用率アッ
プを図っている。
パソコン講座の講師は女性団体のグループが務め、受講生の年齢を絞って内容を厳選
しているので、他施設にはない特色を出すことができた。
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